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＜連絡事項＞

· 11/3創立記念日開催行事のスケジュール予定は下記の通りです。

· 職員集合写真

時間：職員集合　　　9：15

　　　撮影　　　　　9：25

　　　職員現場復帰　9：30

※場所は病院前駐車場、留守番以外の全正職員は参加となります。

· 留守番職員集合写真

時間：職員集合　　　10：00

　　　撮影　　　　　10：10

　　　職員現場復帰　10：20

※場所は病院前駐車場となります。

· 学術発表会

時間：午前の部　午前9：45～午後12：00

　　　特別公演　午前11：00～午後12：00

　　　　　　　　「リハビリテーションの考え方と患者ケアを繋ぐ連携の課題」

　　　　　　　　青森県立保健大学　健康科学部　看護学科　石鍋圭子様

　　　午後の部　午後1：00～午後4：30

※場所はメモリアルホール

· 創立記念式典及び祝賀会

時間：午後6：30～午後8：30頃

場所：グランドホテル　2階　グランドホール

対象：下記勤務以外の正職員は参加下さい。

　　　準夜・深夜入り・当直・宿直、21：00迄勤務

　　※ネームプレート持参（カードキーは持ってこないで下さい）

　　　欠席する職員は欠席届けを提出して下さい。（勤務スタッフは届け出不要）

＜外来情報＞

上野　千奈津様～「血圧が下がる感じがして具合が悪い」「無い味や臭いがする感じがする」と話されている。また、壁の模様が顔に見えることがあり、以前と変わらず意欲も無いとのこと。本日よりリスパダール減量となっている。

袴田　　隆弘様～デイケア通所については楽しい、特にエアロビが楽しいと話されている。夜間睡眠は取れている様子。手のひらや足が痒いとのことで、皮膚科受診するとのこと。

繁名　　和恵様～胸やけ・腹痛・頭痛など不調を訴えている。精神症状・不調訴えの多い方なので、外来から青山荘へ情報提供し、当院主体で治療できるよう主治医の移行（現在は八戸赤十字病院主体）を検討していく。

淡路　智恵子様～検尿施行にて異常所見はなく、抗生剤は止めとなっている。現在、歯科通院しているとのこと。

江刺家　陽輝様～日曜・月曜と内服を飲み忘れることがあり、考え込んでしまうなど精神状態が安定しなかったとのこと。昨日、学校へ行きプリントを３枚受け取ってきたと話されている。母親様より、右腕が奇妙な感じがすると訴えることが多いことと、食事をする際に立って足踏みをしながら食べようとすることがある（促すと座って食べる）との情報あり。アカシジアではないようなので、様子観察とする。

清川　　厚子様～頭痛がすると訴えている。体温36.1℃。昨日から本日にかけて排便ないとのこと。感冒症状はないので、デイケアには通うようにと医師からも説明している。本人はエアロビなどの運動プログラムは嫌だと話している。

横山　　耕生様～一日にコーヒー10杯飲んでおり、先週はデイケアを一日休んだと話されている。コーヒーは一日に３杯までを守るように説明している。

溝越　　キク様～体重73.5kg、内服薬の飲み忘れが時々あるとのこと。

秋山　　和子様～ビービーという音のような幻聴は変わらずあるが、それによって不安等は感じないと話されている。母親とケンカはしていないとのこと。腹部発赤は軽減している。定期の血液検査で貧血傾向の所見あり、鉄剤処方となっている。

田名部　浩平様～「栗駒山高原に旅行に行ってきた」と話されている。

其田　　淑子様～体重75.0kg。「意見箱に入れようかと思って」とノートいっぱいに書いたものを持ってきている。

川口　　尚良様～毎週水曜日にAAの集まりがあるが、その他に月１回金曜日にAAで勉強会があり、そちらにも参加しているとのこと。

神山　　和典様～「幸房の宣伝など、もう少し工夫が必要かな」と、幸房での仕事について考えている様子。幸房自体は自分のペースで行うことができており、慣れてきたとのこと。

宮　　　陽子様～日中も眠いと、眠気を訴えている。リスパダールが水薬に変更する以前は、飲み忘れはあったが、きちんと飲んでいたと話されている。今後も内服とデポ剤注射は平衡して行い、内服も変わらずスタッフで管理・チェックを行っていくようにとのこと。眠気訴えているため、リスパダールは4mlから3mlへ減量となっている。

＜利用者様情報＞

繁名　　和恵様～外来受診後、デイケアに来所され昼食を摂っているが、昼食後より「お腹から血が逆流してくる感じがして気持ちが悪い」と訴え、表情冴えず。口唇も軽度チアノーゼみられている。仮眠室で休まれている。

我満　奈津紀様～「自宅の食事で何を作ったらいいかわからない」とのことで、本日スタッフ面談行っている。毎日同じものばかり作って、メニューもマンネリ化しているし、子供の偏食が多いことも気になっているとのこと。栄養士の方から、主菜のレシピをいくつか提供し、その中から好きなものを選ぶ形で料理の幅を広げていけるように促していく。慣れてきたら副菜も本人を交えて検討していけるようにする。

　　　　　　　　また、夜は眠れているが、彼氏が家にいるところを弟夫婦に見られてから家族の関係が悪くなったことを気にされている様子。

清水　　泰雅様～本日、末政SW、病棟スタッフ同伴にて２度目のデイケア見学に来所されている。午前中のプログラム（エアロビ・疾病教室）を見学され、昼食前には帰院されている。

　　　　　　　　11/28（日）退院予定で、退院後はデイケア利用していくとのこと。

＜デイケア会議報告＞

○青陽館ガイドについて

・ガイド・リーフレットを医療機関向け・一般向けに分けて作成する。作成に当たって、青陽館利用の目的、コンセプトを含めて作成すること。

・資料にはプログラム内容・手順などを記載し、申し込み用紙を挟み込むなどすぐに利用できるよう工夫が必要。

・タイトルは建物名ではなく、通所リハビリセンターであるということをアピールする。

○プログラム書式について

　・診察時の様子を特記に記載するが、外来や通所スタッフが診察時の様子を記載し、確認印を押すといった手順を検討する。

　・外来にプログラム記録を提出するにあたって、通所での業務に滞りが出来ないよう工夫する。

○日誌と月報

　・3つに分ける方式で可。名簿もつけるよう検討していく。

○管理日誌

　・通所グループ全体の管理日誌（利用者数・修理状況・支出等）も必要。

○設備

　・浴室掃除は、日中明るいうちに汚れがないか確認し、掃除を行う。（掃除はナイト勤務可）

　・定期的な床のワックスがけを青春に依頼すること。

○意見箱

　・設置するにあたって、手順作成が必要（いつ回収するか、意見・管理はどうするか）。

＜備品・環境整備＞

· 1階・階段下の倉庫、整理済み。

· 玄関の靴箱内に、墨入りの消臭袋を置いたことにより、臭いが改善。定期的に墨の交換を行う。

· 脱衣所の清掃に、既存のホウキでは汚れが取れにくい（ホウキは発注可、掃除機は発注不可）。

· 非常階段下に外灯があるので、夜間足元が暗いときは使用する。










